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 固液界面においては構造的な非対称性や固体表面-水分子間などにはたらく様々な相互作用に

より、水分子は水和構造と呼ばれる特異な構造を形成する。水和構造は固液界面で発現する物理・

化学現象においてさまざまな役割を果たしているが、その原子スケールにおける詳細については

十分な理解が得られていない。しかし近年、液中動作可能な周波数変調原子間力顕微鏡 (FM-AFM) 

の発展により、固液界面における水和構造を振動的な周波数シフトの変化として計測することが

可能となった。本講演では、紫外光の照射によって光触媒作用および超親水性を発現する

SrTiO3(100)面の固液界面における表面構造および水和構造について報告する。 

 表面研磨された SrTiO3(100)基板を中性洗剤による洗浄後、さらに超純水中で 2分間超音波洗浄

し、電気炉内にて大気中で 2時間アニール処理（1000℃）を行った。図 1は 1 M KCl 溶液中で観

察した SrTiO3(100)面の表面形状像であり、原子レベルで平坦なテラス構造が確認できる。図 2は

図 1 に示す線分上で取得した断面プロファイルであり、高さが 0.2 nmと 0.4 nmのステップが存在

することがわかる。SrTiO3の[100]方向の格子定数は約 0.4 nmであり、TiO2層と SrO 層の層間距離

が約 0.2 nm であることから、テラスは TiO2層または SrO 層であることがわかる。一方、大気中

でアニール処理した SrTiO3(100)面においては、TiO2層のほうが SrO 層よりも露出面積が広いこと

が知られており[1]、FM-AFM像から各テラスがTiO2層かSrO層かが判別できる。図2はSrTiO3(100)

面の単原子ステップ近傍で取得した 2 次元周波数シフトマップである。TiO2、SrO 双方のテラス

上において、水和構造を反映した振動的な周波数シフトの変化が確認できる。講演では、2 種の

テラス上における水和構造の差異および光触媒作用の影響についても議論する。 
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図 1: SrTiO3(100)面の表面

形状像. 

図 2: 図 1 に示す線分上で取得

した断面プロファイル. 

図 3: SrTiO3(100)面の単原子ス

テップ近傍で取得した 2 次元

周波数シフトマップ. 
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